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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．受託産業廃棄物の再資源化率の向上に努めます。

３ ．廃棄物の発生抑制につとめ、リサイクル率の向上に努めます。

４ ．日々、知識の蓄積と研磨に努めます。

５ ．適正な利用により水・電力使用量の削減に努めます。

６ ．環境に配慮した運転を意識し、燃料消費に伴うＣＯ2排出の低減に努めます。

７ ．環境に配慮した工事に努めます。

８ ．この環境経営方針は全従業員に周知、徹底いたします。

更新日： 2020年7月20日

髙木　克己

　国際社会が経済的に発展した一方、地球温暖化や有限資源の減少など環境問題が深刻化し、日々メディアでも
取り上げられております。そのため環境への問題意識が高まり、国内外で様々な取り組みがなされてきておりま
す。エコアクション21を導入することで、現状弊社で行っている環境問題への取り組みをより高度なものにし、
従業員1人1人が高いレベルでの意識を持てるよう邁進してまいります。

　経済発展とともに産業廃棄物の発生量は増加し、自然が汚染されてきました。金属業と産
業廃棄物収集運搬・処分業を通じて、有限である大切な資源を少しでも多く再利用し、環境
負荷を低減するために従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組み、努力してまいりま
す。

制定日： 2020年6月22日

代表取締役社長

環境経営方針
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□組織の概要
（１） 名称及び代表者名

敷島金属株式会社
代表取締役社長　　髙木　克己

（２） 所在地
本　　　社 大阪市西淀川区佃5丁目8番27号

電話 06-6473-1791 FAX 06-6473-1793
中島工場 大阪市西淀川区中島2丁目13番90号

電話 06-6195-6951 FAX 06-6195-6952

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 専務取締役　 髙木　秀和　

担当者 浜木　克弘

連絡先 電話 06-6473-1791 FAX 06-6473-1793
（４） 事業内容

建設業および産業廃棄物処分業、収集運搬業

（５） 事業の規模
売上高 万円 (2022年度　3月～2月）

従業員　　　　　 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡
敷地面積 ㎡ ㎡ ㎡

受託した産業廃棄物の処理量（2022年度　2022年3月～2023年2月）
ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ

ｔ

ｔ うち再資源化量 ｔ

大型トラック 台

4ｔ車 台

3ｔ車 台

軽車両 台

合計 台

主要設備（中島工場）

台数 備考

破砕機 基

天井クレーン 基

バックホウ 基

積み替え保管施設

㎡ ㎥

（６） 事業年度  3 月 1 日　～　2 月 28 日

（7） 法人設立年月日

（8） 資本金 1,000万円

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 敷島金属株式会社
対象事業所： 本　　　社

中島工場

対象外： なし
活動：

名称

名称 保管面積 保管上限 備考

1

4

中間処理後の産廃の処分量

敷島金属株式会社中島工場 49.7

12

237

5 2.8ｔ…3台、1ｔ…2台

1

台数

本　　　社

2

中間処理量（持込み分を含む）

車種

4tﾀﾞﾝﾌﾟ、4tﾕﾆｯｸ車 … 各1台

中間処理を含む収集運搬量 1,058

鉄・非鉄金属の売買、リサイクル業、建設業、産業廃棄物中間処理業および
収集運搬業

130,626

1272.16

159

0

1,657

備　　考

5

9
合計

1,420

中島工場

118.77 1153.39
164.54 680.76 845.3

4

0.7㎥

1

15t車2台、10tﾕﾆｯｸ車、8tﾕﾆｯｸ車、6t車 … 各1台

13名

7.1㎥/日

最終処分量

59.9

昭和28年3月17日
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□事業や製品（商品）の紹介

昭和28年に非鉄金属を専門として設立し、現在では金属全般を取り扱いしております。

建設業の許可については、昭和45年に始めて取得いたしました。

解体工事業の受注量は多くはありませんが、受注時には安全性と地球環境を重視した工事を行うよう

心掛けております。

また、2011年には産業廃棄物処理業の許可を取得し、その後は収集運搬の許可及び取扱品目も増やして

おります。

本業が鉄・非鉄金属の取り扱いのため、産業廃棄物に含まれる金属スクラップのリサイクル率には

特に自信を持っております。

ビニール袋の有料化等で、一般の人々にもプラスチックの排出量に対して意識が向いてきております。

現状、廃プラスチック類の再資源化を行っている企業の開拓が難しいですが、今後とも受け入れ企業の

開拓に注力していこうと思っております。

美しい地球そして大切な資源を守るため、廃棄物の再資源化にあたります。
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

環境管理 責任者

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

代表者（社長）

中島工場

EA-21事務局

専務取締役

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

髙木秀和

代表取締役社長

2020年7月1日

非鉄金属売買

役割・責任・権限

役員経営会議

・試行・訓練を実施、記録の作成

・環境活動実績の確認・評価

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・現場に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境経営計画の審議

・環境管理責任者の補佐、の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

浜木克弘

総務部

事務

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・現場で想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・現場における環境経営方針の周知

・現場に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

EA21事務局

・従業員に対する教育訓練の実施
中島工場

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

産業廃棄物
　　　・収集運搬
　　　・中間処理

解体工事

　髙木克己

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

環境管理責任者

・環境活動の実績集計

環境管理担当者

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者を任命

主任以上

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

役員経営会議

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・現場での問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営レポートの確認

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

（総務部事務）
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□許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

金
属
く
ず

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ

ラ

ス

・

コ

ン

ク

リ
ー

ト

・

陶

器

く

ず

が
れ
き
類

廃
油

水
銀
※

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物

有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※積替え・保管を行うものについては水銀含有ばいじん等を除く

積替え保管について
： 大阪市西淀川区中島2丁目13番90号
： ４９．７㎡
： ５９．９㎥
： １．５　ｍ

　　産業廃棄物処分許可の内容
許可区域

廃

プ

ラ

ス

チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

が
れ
き
類

金
属
く
ず

ゴ
ム
く
ず

処分の方法 ： 破砕・切断

： ７．１㎥

　　一般建設業許可の内容

大阪府知事許可

6620009385

所　　在　　地
面　　　　　積

令和1年8月13日 令和6年8月12日

令和5年10月7日

建設業の種類

許可番号

令和1年12月12日 令和6年11月15日

和歌山県 03000009385

02803009385
大阪府

令和3年6月14日

中間処理

○

積み上げ高さ

01807009385

許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

許可番号

廃棄物の種類

福井県
奈良県 令和9年3月27日

許可番号

令和4年10月16日 令和9年10月15日

令和8年6月13日

京都府

令和3年7月21日 令和8年7月20日

02600009385

兵庫県

○ ○破砕・切断

02900009385

(般一29）第96223号

許可年月日 許可有効年月日

○ ○

令和8年1月18日

保　管　上　限

大阪市

処 理 能 力

○

6610009385

許可年月日 許可有効年月日
ガ
ラ
ス
・
コ
ン

ク
リ
ー

ト
・
陶

器
く
ず

02700009385

○ ○

廃棄物の種類

許可区域

とび・土工工事業

大阪市

事業の範囲

令和4年7月21日 令和9年7月20日

平成30年10月8日

滋賀県 02501009385

令和3年11月1日

解体工事業

令和8年10月29日

令和4年3月28日

令和3年1月26日
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□廃棄物処理フロー

収集運搬業（積替え・保管含む）
種類　： 汚泥　、　廃油　、　廃プラスチック類　、　紙くず　、　木くず　、　繊維くず　、　ゴムくず
　　 金属くず　、　ガラスくず　、　がれき類

石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等を含む
ただし、積替え・保管を行うものについては水銀含有ばいじん等を除く　以上10種

： 大阪市西淀川区中島2丁目13番90号
： ４９．７㎡
： ５９．９㎥
： １．５　ｍ

中間処理
種類　： 廃プラスチック類　、　紙くず　、　木くず　、　繊維くず　、　ゴムくず
　　 金属くず　、　ガラスくず　、　がれき類

石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等を除く　以上8種
処分の方法 ： 破砕・切断

： ７．１㎥

有価物

産業廃棄物

有価値品の抜き取り

再資源化が可能なものについて

中間処理

有価値品の抜き取り
手選別

（社外へ販売）

有価値品の抜き取り

有価物

再資源出来ないものについて

収集運搬

（破砕・切断）

再資源化

（破砕・切断）
有価値品の抜き取り

処 理 能 力

所　　在　　地　
面　　　　　積

保　管　上　限
積み上げ高さ

再資源化が可能なものについて

手選別

中間処理

持込み分

（社外へ販売）

2次マニフェスト発行による

再資源出来ないものについて

最終処分
2次マニフェスト発行による
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□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

受託収集運搬量 ｔ

受託中間処理量 ｔ

受託最終処分量 ｔ

㎏
㎏
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力株式会社2018年度の調整後の係数　
※負荷の実績は工事現場を含む

□環境経営目標及びその実績
　

×

×

□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

414 1,058

0 0

82,702

2021年度 2022年度

201

基準年度比

586

2,167 2,593

5,130 5,450

47,390

298,330

kg-CO2 49,364 48,377
上記二酸化炭素排出量合計
（通期）

kg

水使用量 142 182

6,606
（目標） （目標）

基準年度比 100%

163,948

100%

6,675

　一般廃棄物排出量 5,190

2020年度

265

評
価

項　目

24,044 19,98620,604

二酸化炭素総排出量 62,598

1,657

0.334

項　目

　産業廃棄物排出量 126,645

1,7881,890

（2021年度) （目標） （実績）

1,587

×

1,758 1,695 1,644

40%

・不要照明・空調の消灯・停止

1,713
1,6091,411

基準年度比 128%

45%

×

1,761

年　度

kWh

7月6月

一般廃棄物の削減
97%

74%

達成状況

×

19,780
基準年度比

L

96%

97% 96%

74,671 41,208

100%

電力使用量

2023年度 2024年度2022年度

自動車燃料による二酸
化炭素削減

建設副産物の再資源化
率の向上

117%

97%

100% 98% 106%

96%

20,192

41,633

98%

176% 97%

157

49,364 82,702

受託廃棄物のリサイク
ル率の向上 42%95% 〇

40,783
98%

〇 40% 42%% 10% 38%

0

基準値

×

97% 96%基準年度比

基準年度比

L

廃棄物排出量

96%

117%

水使用量の削減

×

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 6,882 6,744 8,031

取組結果とその評価、次年度の取組内容

100%

1,971
1,9182,016

11月10月 1月

行動目標（次項による）

・空調温度の適正化
・空気圧縮機のエア漏れの排除

本社での作業増加に伴い、全体の電力消費量が増加しているが、中島
工場では前年比よりも抑えることができている。売上の増加に対しては電
力消費量は抑えることができている。○

100%
環境に配慮した工事の
推進

38%

kg-CO2 42,482

47,883

基準年度比

%

100%100%

数値目標

4月 2月

1,9662,092 2,1341,9902,433

kg-CO2/百万円 54 － 63 －

3月 8月
1,4471,946

9月5月

5,130 5,027 5,450 4,976 4,925

㎥ 142 142142 142 182

○

1,755 1,364
12月

○

軽油使用量

ガソリン使用量 3121 4,243
×

3,089 3,058
98% 133%

－

基準年度比 100% 98% 168% 97% 96%

×

13,330 25,127
98% 185%

13,194
97%

13,058
96%

×

3,185
100%

13,602
100%

98%

売上高原単位

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

電力（kWh） 2021年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

数値目標
・アイドリングストップ

196

○

6月4月 8月 9月5月

1,524

377 444

7月

1月 2月
1,482

3,472 2,912 2,557
1,090

2,512 2,423
1,200

1,922

3月 4月 5月 6月
1,119

1,650 1,586 1,793
1,033 1,085

314 239

8月 9月 10月

395

12月11月

1,309
1,427
1,000 1,991

7月

407 418

687 925 1,071

255 373 236 255 200 229270 189

・効率的なルートで配送
0

×

252399
3月

○

達成状況

1月

325 397 229 336

10月 11月

年間契約でのトラック引取りが多くなっていたため燃料使用量が大きく増
加していたが、年末には少し落ち着いてきている。売上増加（トラック使用
頻度の増加）のための燃料消費量増加であり、無駄な使用ではないが、
削減できる箇所がないか随時状況を見極めるようにしたい。

取組結果とその評価、次年度の取組内容
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一般廃棄物の削減

2021年

2022年

建設副産物の再資源化率の向上

受託廃棄物のリサイクル率の向上

水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

環境に配慮した工事の推進

○

0
#REF! 0

0

達成状況

#REF! 0
0

0

0

数値目標

○
・リサイクル先の開拓 〇

5月3月 4月

・分別の徹底 ○

○

20

1月

前年比128％ととなってしまったが、電力使用量と同じで新規業務による
ものが大きな原因である。人員増加に比して使用量は抑えられている。ま
た、もともとの使用量が少ないため前年比が目立ってしまっている。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

　『流しっぱなしにしない』

8 12 10 17 22

3月 4月

0

2月
11 10 11

0

17 15

7月
1212

・工事の効率化 ○
・作業ミスの防止 ○
・廃棄物の再資源化の推進（別項目で実施） ○

・環境に配慮した重機の導入、使用

トラックによる引取りの増加のため、日程調整などの効率的な引取りが難しかった
が、運行経路の見直しを随時行い環境に配慮した運行を心がけた。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

15
11

380

取組結果とその評価、次年度の取組内容

12月 1月

10月

13

達成状況

470 460 510 410 780460 460430320 350

数値目標 ○

数値目標 〇

〇
0

取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1716

6月
11

・選別の徹底

11月

達成状況

13
5月

15 10818

・再資源化先の開拓

8月 9月 12月

１年を通して、金属製品の受入れが多かったため再資源化率が高水準に
なっている。また再資源化先の開拓も貢献している。

下半期にかけて再資源化率が高くなり、全体を通して70％を超える再資
源化率になった。継続した再資源化先の新規開拓のおかげで取引先が
増え、再資源化率が高くなった。

・排出先の分別徹底の依頼 ○

×
・節水ポスターの掲示

0

0

達成状況

数値目標 ×

・印刷ミスの削減
○

390 360

○

2月

390
730

8月 9月 10月 11月

前年比よりも6％増加しているが、１年を通して前期よりも売上がかなり多
くなったことが原因であり、工場での作業人員増加のためである。売り上
げの増加に対しては廃棄物の増加量は微々たるもので、各人環境への
意識をもって作業していると思われる。

360

・分別の徹底

400 430

0

6月 7月
460400 420 440360

△

410

○

・梱包材の販売・再利用
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機、送風機（届出対象外地域）、特定建設工事の届出

□緊急事態対応訓練および清掃活動
緊急事態の想定： 火災の発生、避難訓練、通報訓練
■実施日：2022年10月24日 ■実施場所：中島工場

■参加者：従業員一同 ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子・消火器の確認

本社

1階-3本（2012年製-2本、2021年製-1本）

3階-1本（2012年製-1本）

中島工場

第一工場・・・ 3本（2015年製、2017年製、2019年製-各1本）

第二工場・・・ 4本 （2018年製-1本、2019年製-3本）

令和3年8月31日　大阪市西淀川消防署長に提出済み
（本社、中島工場ともに消防用設備等点検結果を報告済み）

清掃活動
■実施日：2022年10月24日、12月27日、2023年1月5日 ■実施場所：中島工場近隣

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

本社および中島工場近隣の清掃を行った。

清掃時以外でも、ごみが捨てられている

場合には、清掃するようにしている。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

除害施設
危険物の保管

朝礼時に20分の清掃時間を設け、実施した。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

フロン排出抑制法

従業員一同

・清掃活動

業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫

適用される法規制

空気圧縮機（届出対象外地域）、特定建設工事の届出

解体工事、建設副産物
廃棄物処理法

・避難通路の確保　・消火器の使用による消火訓練　・地震等の災害による津波発生時の避難場所確認　・
非常灯の確認　　・消火器の確認

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

下水道法
消防法（危険物）

油類・有害物質の保管

騒音規制法
振動規制法
水質汚濁防止法

建設リサイクル法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）

大気汚染防止法 建築物・工作物解体時のアスベスト事前調査
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

・本社および中島工場近隣の清掃活動（2022年10月、12月、2023年1月）

2023年2月28日
エネルギー使用量・水道使用量が増加しているが、売上の増加が主たる原因である。売上増加率を考えるとエネルギー使用
量・水道使用量の増加は抑えられている。売上や仕事の増加時にこそ日々の行動が成果として現れるはずなので、変わらず一
人一人の意識を高い水準で保持できるよう努めたい。
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